
食農学類教員会議（第７５回）議事要録 
 

日時：令和６年１月２４日（水）１３時３０分～１５時００分 
場所：食農学類研究棟１階 みらいホール 
 
第７３回、７４回食農学類教員会議の議事要録について原案のとおり確認した。 
 

【審議事項】 
１．令和６年度発酵醸造研究所の特任教授（東北大学、慶応大学）の継続について 
  松田発酵醸造研究所長より、特任教授の継続について提案があり、了承された。 
２．客員研究員の更新について 
  原田教員及び尾形教員より、資料１－２に基づき、提案があり、了承された。 
３．令和５年度非常勤講師計画について 
  原田茂樹教務委員長より、資料１－３に基づき、提案があり、了承された。 
 
【報告事項】 
１．第 408 回教育研究評議会（12/19）、第 69 回教育研究院会議（12/19）、第 194 回運営会議 
  （1/16）、第 410 回教育研究評議会（1/17 書面開催）の報告について 

学類長より、資料２－１に基づき、報告があった。（資料は会議運営サイトを参照） 
①第 408 回教育研究評議会（12/19） 
 ・令和４年度教員評価の実施結果について 
 ・就業規則の一部改正（事務職員の定年延長）について 
 ・学士課程改革の各学類の進捗状況について 
②第 69 回教育研究院会議(12/19） 
 ・教員人事計画（「発酵・醸造学」の後任補充）について 
③第 194 回運営会議（1/16） 
 ・令和６年度予算（案）の伝達等について 
 ・令和４年度会計検査院決算検査報告説明会について 
④第 410 回教育研究評議会（1/17－18 書面開催） 
 ・役員給与規則の一部改正について 
 ・就業規則の一部改正（事務職員の定年延長）について 
２．評議員選挙の結果報告について  
  岡野選挙管理委員長より、欠員となる評議員の選挙結果について報告があった。 
  学類長から、新田教授を選出したい旨、説明があり、確認された。 
３．達成度評価実施方法の改正について 
  原田茂樹教務委員長より、資料２－３に基づき、達成度評価の実施方法改正の説明があり、 

確認された。 
４．令和６年度食農学類開講科目関係について   
  原田茂樹教務委員長より、資料２－４に基づき、開放科目及び履修を制限する科目（科目等 

履修生）について説明があり、各自、再度確認願いたい旨、また、修正がある場合には教務課 
まで連絡願いたい旨、発言があった。 
 



５．韓国農漁村公社農漁村研究院（Rural Research Institute, Korea Rural Community  
  Corporation）との学術交流協定の締結について  
  林国際交流委員より、資料２－５に基づき、神宮字教授を本学担当者として、当面は学術交 

流を中心に大学間交流協定として締結予定である旨、報告があり、確認された。 
６．ペーパーインタビューの説明資料について 
  入試委員より、資料２－６に基づき、説明があり、確認された。また、年度内には公表する 
 必要がある旨、説明があり、各教員へ点検依頼があった。 
７．今後の入試に関する改定案（中間報告）について 
  入試委員より、資料２－７に基づき、現状の説明及び各コースでの検討依頼があった。若干 
 の意見交換の後、学類長より、各コースでの検討依頼、各コースの検討報告を受け、２月開催の 
 学類運営会議にて学士課程改革を踏まえながら検討したい旨、発言があった。 
８．附属発酵醸造研究所特任教員の実験・実習科目の担当について 
  原田茂樹教務委員長より、資料２－８に基づき、運営会議及び教務委員会にて了承された旨、 
 説明があった。 
  松田発酵醸造研究所長より、特任教員の授業担当及びシラバス記載についての具体的な説明 
 があった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



食農科学研究科委員会（第１０回）議事要録 
 
 
日時：令和６年１月２４日（水）１５時００分～１５時２０分 
場所：食農学類研究棟１階 みらいホール 
 
第９回研究科委員会の議事要録について原案のとおり確認した。 
 

【審議事項】 
１．令和６年度４月期（Ⅱ期）食農科学研究科入学試験の合否判定について 
  入試委員長より、資料１－１（当日投影）に基づき、志願状況及び受験状況、合否判定基準 
 の説明の後、合格者について提案があり、了承された。 
  入試委員長より、今後、課題となっている英語能力試験を中心に検討していきたい旨、説明が 
 あった。 
 
【報告事項】 
１．研究指導計画書申し合わせの改正について   
  原田茂樹教務委員長より、資料２－１に基づき、改正部分の説明があり、確認された。 
２．岩手連農の次年度体制について    
  研究科長より、岩手連農参画に関わって、令和６年度代議員（オブザーバー参加）として、 
 推薦者２名を２月開催の研究科委員会にて報告したい旨、発言があった。 

 研究科長より、４月の岩手連農の教員資格審査に向けて、申請を検討願いたい旨、発言があ 
った。 


